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総合振興計画とは

計画の構成と期間

これからのまちづくりに向けて

人口の動向と将来人口

まちづくりに生かすべき特性

計画の役割

　まちづくりを進めるためには、地域の特性を生かし、
伸ばすことが大切です。
　尾花沢市には、花笠踊り発祥の地である徳良湖、
大正ロマン漂う銀山温泉などの素晴らしい観光地の
ほか、夏の生産量日本一の尾花沢すいか、東北有数の肥
育頭数を誇る尾花沢牛（雪降り和牛尾花沢）などの特産物
があります。また、豊かな自然の中で花にこだわるまち
づくり、雪国であることから雪と共に生きるまちづくり
など特色あるまちづくりを進めてきました。  また、
松尾芭蕉10泊の歴史、延沢銀山遺跡など多くの文化財な
どの歴史資源と学習情報センター「悠美館」や運動公園な
どの充実した文化・スポーツ環境が整っています。
　さらに、地域で古くから育てられてきた人と人の絆、
人のあたたかさがあります。
　尾花沢市らしい新たなまちづくりでは、こうした特性・
個性をもっと際立たせ、さらに磨きあげていきます。

市民のまちづくりへの思い
　今回の計画づくりでは、市民の参加や市民ニーズ
の反映を大切にしました。そのため、成人や青少年
へのアンケート調査をはじめ、地区別まちづくり座
談会・まちづくり委員会からの意見・提案をいた
だきました。
　アンケート結果での、これからの望むべきまちづ
くりの特色については、成人では「健康・福祉の充
実」を中心に、「安全・安心な居住環境の充実」、「子
育て環境の充実」への関心が高いことがうかがえま
す。青少年では、「環境保全」と「住環境の充実」へ
の関心が高い結果となっています。
　地区別まちづくり座談会の意見では、農業の振興
への関心の高さとともに、除雪など克雪対策の充
実、身近な生活道路の整備への要望が強い傾向がみ
られました。
　まちづくり委員会の提言では、「地域資源を生か
した産業振興」をはじめ、「働く場の確保」、「地域コ
ミュニティの振興」、「子育て支援の充実」、「教育環
境の充実」、「地域の歴史の再認識」、「克雪対策の充
実」、「中心市街地の環境整備」など様々な提言がな
されました。また、人口が減少している本市にとっ
て、地域活力の再生や定住の促進が重要な課題であ
るとされており、その対策が今後のまちづくりで求
められているといえます。

　尾花沢市の人口は、平成７年の 22,127人か
ら平成22年では18,961人と減少しています。
　しかし、働く場の確保をはじめ、暮らしやすい
環境の整備、子育て環境の充実、教育・文化環境
の充実などによる定住促進に取り組み、人口減少
に歯止めをかけ、目標年度である平成32年に
17,000人の確保をめざします。

　尾花沢市が目指すべき10年後の将来像と目標を明らかに
するもので、次の役割があります。

　総合振興計画は、「基本構想」・「基本計画」・「実施計画」
の３つで構成され、期間は次のとおりです。

23 24 25 26 27 28 29 30 31 32平成 年度

基　本　構　想

前期基本計画

実施計画

後期基本計画

花笠踊り発祥の徳良湖、銀山温泉など
多彩な観光・交流資源のあるまち特性1

尾花沢すいか、尾花沢牛などの特色ある
農業をもとに６次産業化を進めるまち特性2

花につつまれ、豊かな自然環境の保全と
循環型社会をめざす環境のまち特性3

克雪・利雪・親雪に取り組む
雪と共に生きるまち特性4

多くの歴史的遺産とともに、
文化・スポーツ活動が活発なまち特性5

人と人との絆やあたたかな市民性があり、
地域活動が活発なまち特性6

市民にとっては
「市民と行政の協働によるまちづくり」
のために共通の目標や行動の指針と

なるものです。

市政にとっては
将来像を実現するためのまちづくりの
基本方針や施策を明らかにし、
行政経営の指針となるものです。

国・県などにとっては
尾花沢市の立場と役割を明らかにし、

国や県などの事業との調整や連携のための
指針となるものです。

今後のまちづくりの特色（一般市民）

今後のまちづくりの特色（ 青 少 年 ）

その他
生涯学習・芸術のまち
歴史と文化のまち

市民参画・協働のまち
観光・交流のまち
環境保全のまち
商工業のまち

田園空間のまち
子育て・教育のまち
安全環境のまち
健康・福祉のまち
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環境保全のまち
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約500人

本計画の
積極的推進による
定住人口の増加

17,000
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将来像

将来像実現のための
基本目標

互いに支え合う
人にやさしい

健康・福祉のまちづくり
　少子化に対応した子育て支援の充実
と高齢化に対応した高齢者福祉の充実
を進めます。市民一人ひとりを大切に
し、みんなが支え合いながら健康で安心
して暮らすことができる、人にやさしい
健康・福祉のまちづくりを進めます。

　今の尾花沢をかたちづくるものは、雪深い風土のなかで生きてきた、ぬくもりあふれる先人
たちの未来にかける夢と絆により育まれてきたものです。今を生きる私たちも、先人の想いと
財産を引き継ぎ、磨き上げ、より豊かな尾花沢を未来へとつないでいかなければなりません。
　地域で培われてきた「絆」をもとに、市民と行政が連携し、様々な活動のなかで「元気」を「創
造」しながら、豊かな未来に向けてはばたく、「夢」と愛着の持てる尾花沢市をめざします。

基本目標3

今の尾花沢をかたちづくるものは、雪深い風土のなかで生きてきた、ぬくもりあふれる先人
たちの未来にかける夢と絆により育まれてきたものです。今を生きる私たちも、先人の想いと

元気創造のまち尾花沢
かがやき でむすぶ

農・商・工・観の連携による
活力ある産業づくり
　農業・商業・工業・観光が連携し
た６次産業化の推進、魅力ある商店
街づくり、環境産業をはじめとする
成長分野や豊かな自然や農産物など
地域資源を活用できる優良企業の誘
致による工業の振興、多彩な観光・
交流資源を生かした観光の振興な
ど、農・商・工・観の連携による活
力ある産業づくりを進めます。

基本目標1
にぎわいとやすらぎのある

定住のまちづくり
　定住の基礎となる働く場の確保と快
適に暮らせる住環境の充実などによる
定住対策をはじめ、地域で暮らし続けら
れるコミュニティの再生、都市部の住民
の移住・交流の促進やＵＪＩターン者
への支援など、にぎわいとやすらぎのあ
る定住のまちづくりを進めます。

基本目標2

定住促進
分野

人々が集う
雪に強い都市基盤づくり
　人々が集まる魅力ある市街地をつく
るともに、雪対策の強化、東北中央自動
車道や国道347号をはじめとする国
道・県道や市道の整備を進めます。市
営バスなどの利便性向上とともに、定
住・移住の基盤となる住宅・宅地の整
備など、人々の交流を促進する便利で雪
に強い都市基盤づくりを進めます。

基本目標5

人と自然を思いやる
安全安心な生活環境づくり

　自然環境の保全や居住環境
の充実、災害に強いまちづく
りなど、安全・安心な暮らし
が実感でき、だれもが住み続
けたくなる、移り住みたくな
る快適な生活環境づくりを進
めます。

基本目標4

地域特性を生かした
心豊かな教育と文化の

まちづくり
　生きる力の育成を重視した特色あ
る教育の推進、生涯学習環境の充実、
市民一人１スポーツを目標としたス
ポーツの振興、芸術・文化活動の活性
化とともに、松尾芭蕉ゆかりの文化遺
産など数多くの有形・無形の文化財
の保存とまちづくりへの活用を図り、
地域特性を生かした心豊かな教育と
文化のまちづくりを進めます。

基本目標6

市民とともにつくる
協働のまちづくり

互いに支え合う互いに支え合う互いに支え合う互いに支え合う互いに支え合う互いに支え合ういに支え合いに支え合いに支え合いに支え合
人にやさしい人にやさしい人にやさしい人にやさしい人にやさしい人にやさしい

健康・福祉のまちづくり健康・福祉のまちづくり健康 福祉のまちづくり健康 福祉のまちづくり健康・福祉のまちづくり健康・福祉のまちづくり

農・商・工・観の連携による農・商・工・観の連携による農 商 工 観の連携による農 商 工 観の連携による農 商 工 観の連携による農 商 工 観の連携による工 観の連携工 観の連携工 観の連携観の連携
活力ある産業づくり活力ある産業づくり活力ある産業づくり活力ある産業づくり活力ある産業づくり活力ある産業づくり

にぎわいとやすらぎのあるにぎわいとやすらぎのあるにぎわいとやすらぎのあるにぎわいとやすらぎのあるにぎわいとやすらぎのあるにぎわいとやすらぎのあるとやすらぎとやすらぎ
定住のまちづくり定住のまちづくり定住のまちづくり定住のまちづくり定住のまちづくり定住のまちづくり

人々が集う人々が集う人々が集う人々が集う人々が集う人々が集う人 が集う人 が集う
雪に強い都市基盤づくり雪に強い都市基盤づくり雪に強い都市基盤づくり雪に強い都市基盤づくり雪に強い都市基盤づくり雪に強い都市基盤づくり

人と自然を思いやる人と自然を思いやる人と自然を思いやる人と自然を思いやる人と自然を思いやる人と自然を思いやる自然を思い自然を思い
安全安心な生活環境づくり安全安心な生活環境づくり安全安心な生活環境づくり安全安心な生活環境づくり安全安心な生活環境づくり安全安心な生活環境づくりくりくり

地域特性を生かした地域特性を生かした地域特性を生かした地域特性を生かした地域特性を生かした地域特性を生かした域特性を生か特性を生か
心豊かな教育と文化の心豊かな教育と文化の心豊かな教育と文化の心豊かな教育と文化の心豊かな教育と文化の心豊かな教育と文化の

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくり 市民とともにつくる市民とともにつくる市民とともにつくる市民とともにつくる市民とともにつくる市民とともにつくる
協働のまちづくり協働のまちづくり協働のまちづくり協働のまちづくり協働のまちづくり協働のまちづくり

　市民と行政との協働をはじめ、
地域コミュニティの育成、男女
共同参画社会の形成、国際化へ
の対応、地域間交流の促進とと
もに、社会経済情勢の変化に対
応した効率的、効果的な行政活
動を展開します。

とともにつともにつ
基本目標7

都市基盤
分野

まちづくり・
行財政分野

産業分野

環境保全、
安全・安心
分野

保健・医療・
福祉分野

教育・文化・
スポーツ
分野
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重点プロジェクト

元気な地域産業創造プロジェクト

元気な地域産業創造
プロジェクト

絆でつくる地域再生
プロジェクト

人が集う定住・交流促進
プロジェクト

■プロジェクトの目的
　元気な地域産業づくりを目標に、
各産業の振興、農業を柱に商業、
工業、観光と連携した６次産業化
など、経済の活性化と働く場の確保
につながる取り組みを重点的に進
めます。

■プロジェクトの取り組み
　  ６次産業化の推進

　  担い手及び新規就農者の
　　　　　　　　育成・確保

　  尾花沢ブランドの強化

　  地産地消の促進

　  中心商店街の活性化

　  企業立地の促進

　  雇用の創造

促進プロジェクト人が集う定住・交流
■プロジェクトの目的
　定住・交流人口の増加を目標に、
だれもが住み続けたくなる、移り
住みたくなる生活環境づくりと、
若者の定住やＵＪＩターンの促進、
交流人口の拡大を図る取り組みを
重点的に進めます。

■プロジェクトの取り組み
　  多様な交流の促進

　  暮らしやすい住環境づくり

　  定住・移住促進のための
　　　　効果的な支援施策の推進

　  地元就職、ＵＪＩターンに関する
　　　　相談・情報提供の充実

　  市の魅力の発信

　  交流基盤の整備・充実

絆でつくる地域再生プロジェクト
■プロジェクトの目的
　地域の絆の再生を目標に、まち
づくりへの市民参画と、地域課題
の解決に向けた地域での協働体制
の確立を図る取り組みを重点的に
進めます。

■プロジェクトの取り組み
　  市民参画の推進

　  愛着の持てる地域づくり

　  コミュニティ活動の支援

　  ふるさと市民の
　　　　まちづくりへの参加

　  安全・安心な地域社会づくり

　  地域における子育て支援の充実

　  婚活支援体制の確立

　特に重点的に取り組むテーマを定め、関連する取り組みを体系化し、
重点プロジェクトとして位置づけながら、本市がめざす将来像を実現します。

元気創造 のまち尾花沢
かがやき でむすぶ
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